
「防災×テクノロジー官民連携プラットフォーム」（防テクＰＦ）
第７回マッチングセミナー

日時：2023年6月1日（木）
開催場所：高知県高知市・高知城ホール

熊本県 玉名市役所

株式会社キャドセンター
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古川 修

熊本県 玉名市

（仮）

都市整備課 技術主任

安田 信洋

本日の登壇者
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本日のセミナー概要

熊本県 玉名市

現 状 避難シミュレーションVR空間生成

熊本県 玉名市 3D 避難シミュレーション VR 制作業務のご紹介
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玉名市のご紹介

■団体基礎情報

人口 64,753人 （令和4年1月時点）

市域面積 152.6㎢（令和4年10月時点）

主な産業、
特色等

農業、漁業及び観光（温泉）を中心とした田園都市で、県
北地域の拠点都市。

歴史と文教のまち、菊池川が流れる玉名平野では米作り、
商業、温泉など古くから営まれ、また、大学、高校が集中
する県北の文教都市でもある。

３D都市モデルを活用して創造したい価値／解決したい課題

ア：市民及び来訪者の行動嗜好性の可視化、分析

イ：公共交通の利便性向上空白不便地域の移動確保、データを

活用した公共交通の最適化、移動需要の見える化、社会状

況に対応した移動手段の確保

ウ：大雨時の水位モニタリングや被災予測による効果的対応

(避難施設配置検討や避難経路検討等)

エ：インフラの更新とランニングコスト抑制、道路・橋梁等の

インフラの診断とデータ統合によるマネジメントの効率化

(「橋梁の点検データ」×「人流・自動車流」等)

オ：再生可能エネルギー利用の促進、エリア全体での省エネ促

進、部門別（家庭、業務）エネルギー消費の特性や地域特

性・資源に応じた創エネ促進

問合せ先

所属：建設部都市整備課

担当者： 安田信洋

Tel: 0968-75-1122

Mail:no-yasuda@city.tamana.lg.jp

導入したい技術

とサポートの実現①バス路線の維持に必要となるバス運転手の人材不足を補うための

自動運転技術

また、デマンド交通へのAI及びビッグデータによる経路最適化

②センシングによる水位の見える化、災害情報集約による適切なア

ドバイス

③センシングとデータ統合によるインフラのマネジメント、公共空

間の利用状況や管理に必要な情報の日常的・継続的な計測による

維持管理への活用

④災害時のエネルギー自立の実現に向けた系統電力のみに依存しな

いシステム、エネルギーの地産地消に資するグリーン電力や地域

特性に応じた未利用エネルギーの導入
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地震

平成28年4月 「熊本地震(正式名：平成２８年(2016年)熊本地震)」

本市域では最高で震度6弱を記録

出典：玉名市地域防災計画(水防計画) 令和4年5月

過去に受けた災害等
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水害

出典：菊池川水系河川整備計画 平成23年9月

P12
P15

過去に受けた災害等
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災害リスク及び事業対象地域について(浸水想定区域)

事業対象地域（玉名市松木地区）

一級河川菊池川

一級河川繁根木川
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マッチング

出典：https://www.mlit.go.jp/scpf/archives/index.html（一部加工）

マッチングした背景

https://www.mlit.go.jp/scpf/archives/index.html
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背 景

目 的

玉名市に起こりうる河川決壊による洪水を想定し、迫りくる災害の状況からどう判
断、行動するかを把握し、避難経路の策定等を行う目的で、玉名市周辺の都市デー
タ３ D 都市モデルを使ったVR空間を生成し、その空間を取り込んだ多機能避難シ
ミュレーションを行う実験コンテンツを制作、提供するものとする。

・立地適正化計画をR1～R3年度まで作成
・防災指針のソフト対策

事業の背景と目的
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事業化までの庁内調整の流れ

都市整備課
(建設部局)

UC活用アイデア出し
業者見積

【全庁】
企画部局
防災部局
建設部局
産業経済部局
教育部局

財政課(財政部局) 首長

情報提供
照会・とりまとめ

(窓口・補助制度活用の具体化)
調整 説明

★事業化までのポイント★

●情報提供やUC検討の際は、庁内各部署の事業担当へ
個別に伝え、意見を聴くことで、実態を踏まえて検討
ができた。また、事業者とのマッチングの際には、担
当部局を交えていた。

●財政課との調整の際は、各部局が示す課題、条件に
対し、都市整備課が中心となり、関係者への協力を得
て、解決を図った。

事業の立ち上げなど苦労した点
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キャドセンターのご紹介

商号

設立

事業概要

東京本社

大阪事業所

株式会社キャドセンター

1987年10月2日

3DCG技術をベースにした映像、静止画、インタラクティブコンテンツ、VRコンテンツ、シミュレーション

制作関連のビジュアライゼーション環境の構築・提供。全国の都市・港湾3Dモデル上への各種データ可

視化による都市DXの企画・コンテンツ制作。

上記にともなうモニタ、PC、各種センサー等のハードウエアの選定、設置、販売および保守運用。

東京都港区芝2-1-28 芝アネックスビル3F

大阪市西区南堀江1-4-19 なんばスミソウビル7F
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展 示 アプリ開発 ビジュアライズ

弊社は2005年頃から、防災・減災に対する社会の関心が高まり、災害状況や、ハザードマップ、
災害の起こるメカニズムを可視化する防災ソリューションを展開しています。

防災ソリューション例

当社の取組 防災コンテンツについて
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都市データのご紹介 ： 詳細な3D都市データ「REAL 3DMAP」シリーズ
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都市データのご紹介 ： 詳細な3D都市データ「REAL 3DMAP」シリーズ
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要件定義（使用データについて）

R3年度に作成した玉名市PLATEAUのLOD1を利用。
交差点や内水氾濫を行う地点にてリアルな街並みを施す作業。
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要件定義（災害シナリオの作成）

避難については徒歩で
制限時間およそ10分以内に避難を完了する仕様設定。
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学術的監修への対応

本間里見教授 内山忠准教授

シナリオ、災害時の水における表現など
学術的見地で監修頂く。
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制作物：実在する道路や建物を模した3Dバーチャル空間の制作

スタート時の室内空間、分岐選択画面、
災害ポイントでの３Dバーチャル空間の作成
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制作物：スタート時の室内空間
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制作物：バーチャル空間での水害演出について

災害ポイン
ト

①

災害ポイン
ト

②

災害ポイント

③

雨の中迫ってくる洪水を表現。
熊本大学の先生から、VR での演出は多少大げさになって
も表現すべきと監修いただき修正を行う。

大雨の中、高架下が雨水で溜まっていく様を表現。

大雨の中、下水に溜まった雨水がマンホールから吹き上がる
シーンを表現。

選んだ選択肢により水害を体験する画面。作成した３D モデルを使って、360 度の CG ムービーを制作した。
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制作物：バーチャル空間での水害演出について
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制作物：アプリケーション開発について

スタート地点～

分岐ポイント１
分岐ポイント１＞西側か北側かを選択する画面

→

分岐選択ポイントに到着 分岐を選択する画面

分岐ポイント１～
ポイント２へ

分岐ポイント２＞
立体交差を避けるか、くぐるかを選択する画面

→ → →

２番めの分岐ポイントへ到着 分岐を選択する画面

分岐ポイント２～３へ 分岐ポイント３＞高台に進むか直進するかを選択

→ →

３番めの分岐ポイントへ到着 分岐を選択する画面

玉名市文化センターに到着
避難するときに気をつける

ポイントの表示

→ → →

注意を引くようにアニメーション表示

スタートからゴール地点まで移動する際のマップ画面の作成。ルートとアイコンを表示してどの様に移動しているかをわかりやすく表示。分岐選択ポイントまでは自動でアイコン
が移動する。分岐を選択する画面から正解を選んでも最終的に水害画面に遷移するようにした。その後マップ移動画面に遷移し、次ポイントまで移動する。
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制作物：アプリケーション開発（分岐ポイント）について
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松木地区住民の皆様向けに 2月 7 日（火）10：00～ 松木公民館で VR 体験会を行った。

全参加者の 83％が 70 歳以上、残りは 60 代という中での実施。
若干、操作に手間取る部分はあったが、体験後のアンケートでも、

VR に対する有用性を感じるコメントを多数頂いた。

 事前に避難を考える機会となった。

 避難訓練が必要と感じた。

 事前避難の重要性を理解した。避難所収容人数が心配
です。

 常日頃の避難場所を考える。

 リアルでした。防災マップを見ておこうと意識しました。

地域の方の体験：住民向け防災講話でのVR体験
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R5.4.17 有明広域行政事務組合消防本部総務課ありあけ防災館

R5.4.18 熊本県知事公室危機管理防災課
熊本県企画振興部デジタル戦略局デジタル戦略推進課

R5.3.17 国土交通省九州地方整備局菊池川河川事務所

R5.4.27 玉名市3D避難シミュレーションVR機器等貸出要領 施行(貸出運用開始)

R5.5.13-14 玉名市岱明町北前原区(VRで知ろう・防災の知識)

R5.6.3-4 NHK熊本放送局(NHK会館 防災フェア) 予定

R5.6.12-16 学校法人岱明学園岱明学童クラブ 予定

R5.9.24 玉名市滑石晒区(防災講和) 予定

R5.3.16 熊本県県北広域本部玉名地域振興局土木部工務課

R5.8.3 新潟県上越市市議会(VR視察) 予定

利活用状況
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メディアでの反響について
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今後の展望

都市空間情報デジタル基盤構築支援事業

くまもとDX実証事業

これまでの取り組みについて
☞https://www.city.tamana.lg.jp/q/aview/118/25241.html

https://www.city.tamana.lg.jp/q/aview/118/25241.html
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このあと第3部 ＜アイデア展示＞ブースにてお待ちしております

キャドセンター

防災VR体験 防災AR体験

本日ご紹介したコンテンツ（VRゴーグル）を体験いただけます。

⾃治体・企業等の防災に関する様々な取り組みやアイデアを、
来場者様に⾃由にご覧いただけるよう、展⽰スペースを設置。

VRゴーグル、AR体験、ポスター・チラシ・リーフレットなど、
様々な展⽰物を展⽰

第3部15:00〜17:00


